
御船I.C.

白川
坪
井
川

井
芹
川

植木I.C.

上熊本駅

熊本駅

金峰山
熊本I.C.

益城熊本空港I.C.

立
田
山

熊本港

有
明
海

江
津
湖

緑川

雁回山

吉野山

岩野山

合
志
川

田原坂

神園山

小山山

戸島山

託
麻
三
山

北熊本
スマートI.C.

城南
スマートI.C.

熊本城

加勢川

京町台地

浜戸川

拠　点

骨格軸となる緑（公共交通軸）

【緑化重点地区】

骨格軸となる緑（主要河川等）

高速道路

新幹線

市電ＪＲ 

熊本電鉄

緑と都市機能が融合する拠点

【緑化重点地区】

骨格となる水と緑のネットワーク

骨格となる交通網

緑豊かな住環境の適切な維持と緑の多面的
な役割を発揮し、花と緑で彩り暮らしの質を
高める

広大な田園と河辺や集落等の緑が一体となった潤い
ある自然環境やゆとりある暮らしを育む

緑の役割を効果的に組み合わせた多様な緑空間の
創出により中心市街地活性化を図る

森林が有する多面的な機能の発揮と生態系ネットワークの
強化により次世代に豊かな緑を守り伝える

「市街地の緑創出ゾーン」～花と緑で彩る～

「中心市街地の緑創出ゾーン」～賑わいとうるおい～

「自然環境保全・共生ゾーン」～豊かな緑を守り伝える～

「田園共生ゾーン」～広大な田園を守り活かす～

■緑化重点地区
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１）中心市街地
　　中心市街地は、「熊本市中心市街地活性化計 画」に掲げる区域です。魅力的な緑空間の創出により中心
市街地の活性化を図ります。 

２）地域拠点（15箇所）
　　「熊本市都市マスタープラン」に掲げる15の地 域拠点では、商業・医療等の日常生活の都市機能と緑が融
合したインフラ整備、オープンスペースの確保、 民有地の緑化等を推進し、身近な緑を感じ親しめる地域を
創ります。 

３）中心市街地と地域拠点を結ぶ公共交通軸
　　各地域拠点を結ぶ道路網では、連続する緑の ネットワーク軸として結び、街路樹などの景観や環境に配
慮し、適切に配置された花と緑の美しい空間を創 ります。

「自然環境保全・共生ゾーン」～豊かな緑を守り伝える～

「中心市街地の緑創出ゾーン」～賑わいとうるおい～

「市街地の緑創出ゾーン」～花と緑で彩る～

「田園共生ゾーン」～広大な田園を守り活かす～

緑と都市機能が融合する拠点【緑化重点地区】
中心市街地、地域拠点（15箇所）

骨格軸となる緑（公共交通軸）【緑化重点地区】

骨格軸となる緑（主要河川等）

基本方針2・1公共施設等の緑の創出
（道路・公共施設等の緑化）

基本方針3・1緑の機能の活用
（緑の適切な維持管理）

基本方針2・2民有地の緑の創出
（民有地の緑化、壁面・屋上緑化等）

基本方針2・1公共施設等の緑の創出
（道路・公共施設等の緑化）

基本方針2・2民有地の緑の創出
（壁面・屋上緑化等）

基本方針1・1森林や河川等の保全
（環境に配慮した河川整備の推進・促進）

基本方針1・3地球環境や生物多様性に配慮
した自然環境の保全（生物多様性等）

基本方針4・2市民・事業者・行政の協働
（市民団体の活動促進、企業等の緑化活動推進等）

基本方針4・2市民・事業者・行政の協働
（市民団体の活動促進、企業等の緑化活動推進等）

基本方針4・1緑に親しみ学ぶ
（緑のイベント等）

基本方針3・3特色を生かした緑地
の活用（河川敷の活用）

基本方針4・1
緑に親しみ学ぶ
（緑のイベント等）

基本方針2・1公共施設等の緑の創出
（道路・公共施設の緑化等）

基本方針3・1緑の機能の活用
（緑の適切な維持管理）

基本方針3・1緑の機能の活用
（緑の適切な維持管理）

基本方針3・1森林等の緑の機能の活用
（森林竹林の維持管理と有効活用等）

基本方針1・1森林や河川等の保全
（健全な森づくりの推進、水源かん養域の保全推進等）

基本方針1・3地球環境や生物多様性に配慮した
自然環境の保全（生物多様性等）

基本方針4・2市民・事業者・行政の協働
（緑化活動を通した健康づくり等）

基本方針4・1緑に親しみ学ぶ
（森林の環境教育活用等）

基本方針2・2民有地の緑の創出
（壁面・屋上緑化等）

基本方針2・1公共施設等の緑の創出
（道路・公共施設等の緑化）

基本方針2・3市の顔となる緑の創出
（官民連携による緑化等）

基本方針3・2都市公園の魅力の向上
（公園の特性に応じた活用の推進）

基本方針4・2市民・
事業者・行政の協働
（市民団体の活動促進、
企業等の植樹活動推進等）

基本方針4・1緑に親しみ学ぶ
（緑化に関する行事の開催等）

基本方針4・1緑に親しみ学ぶ
（緑化に関する行事の開催等）

基本方針4・1緑に親しみ学ぶ
（緑化に関する行事の開催等）

基本方針4・2市民・事業者・
行政の協働（市民団体の活動
促進等）

基本方針1・3
地球環境や生物多様性に
配慮した自然環境の保全
（生物多様性等）

基本方針3・1緑の機能の活用
（公共の緑の適切な維持管理)

基本方針3・2都市公園の魅力の向上
（官民連携による魅力向上、災害に役立つ公園づくり等）

基本方針1・2身近な自然環境の保全
（保存樹木、田園の保全等）

基本方針2・2民有地の緑の創出
（住宅地の緑化等）

基本方針3・3
特色を生かした
緑地の活用（緑地・
河川敷の保全活用）

基本方針2・1
公共施設等の緑の創出
（道路の緑化、学校の緑化等）

基本方針4・2市民・事業者・行政の協働
（市民団体の活動促進等）

基本方針1・1森林や河川等の保全
（環境に配慮した河川整備の推進等）

基本方針1・3地球環境や生物多様性
に配慮した自然環境の保全（生物多様性等）

第５章　重点的取り組み　～ゾーン区分と緑化重点地区～

〇本市の地勢の特徴等を踏まえ、市内に「中心市街地」、「市街地」、「田園共生」、「自然環境保全」
の４つのゾーンを設け、それぞれの特色を活かした取り組みを推進します。
〇地域の「拠点」や「骨格となる水と緑のネットワーク」を設定し、拠点を結ぶネットワークを形成
します。
〇中心市街地と15の地域拠点、更には公共交通軸の「緑化重点地区」を中心に緑化推進を図り
ます。



北部地区

楠・武蔵ヶ丘地区
八景水谷・
清水亀井地区

子飼地区

上熊本地区

刈草地区

川尻地区

城山地区

長嶺地区

健軍地区

富合地区

水前寺・
九品寺地区

平成・南熊本地区

元三町ファミリー農園

元三町ファミリー農園

■藻器堀川や健軍川等の自然環境に配慮した
　水辺空間形成の推進

■託麻三山（神園山、小山山緑地、戸島山緑地）
　 における多面的機能を高度に発揮
　 できる森林管理や放置竹林対策の取組の推進、
　 遊歩道等の整備

■水前寺江津湖公園の絶滅危惧種の保全、
　 遊歩道等などの公園内の改修、
　 既存の緑の様々な機能の活用、
　 熊本市動植物園の魅力向上、
　 江津湖風致地区の緑の保全・啓発

■地域拠点（長嶺地区、健軍地区）、

　 中心市街地と地域拠点を結ぶ
　 公共交通軸の緑化推進や緑の

　 維持管理による地域の魅力向上

■住区基幹公園・歴史公園（小楠公園）・

　 緑地等の維持管理や活用

熊本IC

東
海
学
園
前
駅

九
州
縦
貫
自
動
車
道

神園山
小山山緑地

戸島山緑地 桃尾墓園

熊本県民総合運動公園

白
川

木山川　　

加勢川　　

秋
津
川
　
　

矢形川　　

鶯川　　

木部川　　

国
道
57
号

国
道
266号

国
道
57
号

熊本市電

水前寺江津湖公園

国体道路

主要地方道路28号

産業道路

県
道
14
5号 藻

器
堀
川

健
軍
川

東区役所 

香りの森

健軍神社

長嶺地区

健軍地区

■健軍神社、沼山津神社等の保存樹木の適正管理

■江津湖周辺地域、白川沿岸地域の緑を

　 活用した景観まちづくりの推進

■加勢川の自然環境に配慮した
　 水辺空間形成の促進

■四季折々の花々や樹木のある
　 香りの森の植栽整備と維持管理

楠・武蔵ヶ丘地区
八景水谷・
清水亀井地区

子飼地区

上熊本地区

刈草地区

川尻地区

城山地区

長嶺地区

健軍地区

水前寺・
九品寺地区

平成・南熊本地区

元三町ファミリー農園

元三町ファミリー農園

■中心市街地、地域拠点（子飼地区、

　 水前寺・九品寺、平成・南熊本周辺

   地区、上熊本地区）、
　 中心市街地と地域拠点を結ぶ
   公共交通軸の緑化推進や緑の
　 維持管理による地域の魅力向上

■住区基幹公園、都市基幹公園
　　（熊本城公園、水前寺運動公園等）
　　、歴史公園（北岡自然公園）、
　　緑地（立田山緑地・坪井川緑地等）
　　の維持管理や活用

■立田山等における多面的機能を高度に発揮できる
　 森林管理の推進、放置竹林対策の取組の拡大、
　 遊歩道等の整備、健康アプリ等ICTの活用、立田山
　 風致地区の緑の保全・啓発

平成駅

南熊本駅

　
新
水
前
寺
駅

水
前
寺
駅

竜
田
口
駅

坪井川公園駅

水前寺江津湖公園

立田山

熊
本
市
電

立田山緑地

坪井川緑地

水前寺運動公園

黒髪町駅

藤崎宮前駅

坪
井
川

白川県
道
30
3号

県道145号

国
道
3号

国
道
57
号

国
道
3号

豊
肥
本
線

国
道
266号

主要地方道28号

産業道路

熊本市役所
本庁舎

熊本城公園

北岡自然公園

国体道路

子飼地区

水前寺・
九品寺地区

平成・南熊本地区

上熊本地区

■水前寺江津湖公園の絶滅危惧種の保全、
　 遊歩道等の公園の改修など既存の緑の様々な
　 機能の活用、江津湖風致地区の緑の保全・啓発

■市民が農業にふれあい、理解を深める
　 場となる市民農園等の利用促進

■熊本城周辺地域、水前寺周辺地域、

　 江津湖周辺地域の緑を活用した景観

　 まちづくりの推進、熊本城の復旧及び

　 活用

■白川等の自然環境に配慮した

　 水辺空間形成の推進、河川敷　

　 の公園としての活用検討

緑化重点地区

高速道路

新幹線

市電ＪＲ 

熊本電鉄 主要道路

中心市街地と地域拠点を結ぶ公共交通軸の緑

豊かな緑を守り伝える自然環境保全・共生ゾーン

花と緑で彩る市街地の緑創出ゾーン

広大な田園を守り活かす田園共生ゾーン

保安林

県立自然公園

風致地区

緑地協定

都市公園（都市緑地）

河川沿いの緑化及び緑地保全

協定による緑の保全

都市公園や河川等

環境保護地区

天然記念物

景観計画の重点地域

市民農園

特色や地形を活かした３つのゾーン

骨格となる交通網

法・条例による緑の保全

地域拠点の緑

緑化重点地区

高速道路

新幹線

市電ＪＲ 

熊本電鉄 主要道路

中心市街地の緑

中心市街地と地域拠点を結ぶ公共交通軸の緑

賑わいと潤いのある中心市街地の緑創出ゾーン

豊かな緑を守り伝える自然環境保全・共生ゾーン

花と緑で彩る市街地の緑創出ゾーン

広大な田園を守り活かす田園共生ゾーン

保安林

県立自然公園

風致地区

緑地協定

都市公園（都市緑地）

河川沿いの緑化及び緑地保全

協定による緑の保全

都市公園や河川等

地域拠点の緑

環境保護地区

天然記念物

景観計画の重点地域

市民農園

特色や地形を活かした４つのゾーン

骨格となる交通網

法・条例による緑の保全
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中央区  緑の目標と方針

中央区、東区、西区、南区、北区の5つの区ごとに、緑の特性・役割や課題、緑の目標と方針を定めました。

第6章　区ごとの緑化方針

風格のある熊本城、市街地の貴重な緑である立田山、中心市街地の新たな緑、白川や坪井川等の水辺にある緑
などを活かしながら、賑わいと活力にあふれ品格のある「森の都」の実現に向けた緑のまちづくりを推進しま
す。

東区  緑の目標と方針

豊富な湧水に満ちた江津湖の緑、託麻三山の緑、加勢川等の水辺の緑などを活かしながら、自然が豊かで
笑顔あふれる「森の都」の実現に向けた緑のまちづくりを推進します。



北部地区

楠・武蔵ヶ丘地区
八景水谷・
清水亀井地区

子飼地区

上熊本地区

刈草地区

城南地区

川尻地区

城山地区

長嶺地区

健軍地区

富合地区

水前寺・
九品寺地区

平成・南熊本地区

元三町ファミリー農園

元三町ファミリー農園

■雁回山や吉野山等における多面的機能を
　 高度に発揮できる森林管理の推進、
　 雁回山の遊歩道等の整備

■住区基幹公園・都市基幹公園
　 （雁回公園）・歴史公園（塚原古墳
　 公園）・緑地等の維持管理や活用

■地域拠点（平成・南熊本地区、
　 刈草地区、富合地区、城南地区、
   川尻地区）、中心市街地と地域拠点を

   結ぶ公共交通軸の緑化推進や緑の
　 維持管理による地域の魅力向上

■緑川等の自然環境に配慮した
   水辺空間形成の促進

■白川沿岸地域の緑を活用した
　 景観まちづくりの推進

川
尻
駅

西
熊
本
駅

緑
川
　加勢川

白川

浜
戸
川
　

国
道
266号

国道57号

国
道
3号

国
道
501号

国
道
266号

南区役所 

雁回山　

吉野山

雁回公園　

塚原古墳公園

旧天明新川　

天明新川　

城南スマートIC

刈草地区

城南地区

川尻地区

富合地区

平成・南熊本地区

県
道
29
7号

主
要
地
方
道
50
号

■旧天明新川の自然環境に配慮した
   水辺空間形成の推進

植木地区

北部地区

楠・武蔵ヶ丘地区
八景水谷・
清水亀井地区

子飼地区

上熊本地区

刈草地区

川尻地区

城山地区

長嶺地区

健軍地区

富合地区

水前寺・
九品寺地区

平成・南熊本地区

元三町ファミリー農園

元三町ファミリー農園

■白川等の自然環境に配慮した水辺空間形成
   の促進

■住区基幹公園・都市基幹公園
　 （石神山公園）・歴史公園（岩
　　戸の里公園）・緑地等の維持
　　管理や活用

■麹川の自然環境に配慮した
　水辺空間形成の推進

■地域拠点（城山地区、上熊本地区）、
　 中心市街地と地域拠点を結ぶ
　 公共交通軸の緑化推進や緑の
　 維持管理による地域の魅力向上

■熊本駅周辺の緑化推進、白川沿岸地域
　 の緑化推進、緑を活用した景観まちづくりの推進

崇
城
大
学
前
駅

上
熊
本
駅

韓々坂駅

池田駅

熊
本
駅

熊本港

花岡山・
万日山

石神山公園

有明海

麹川

井
芹
川
　

坪井川

白川

金峰山

国
道
501号

西区役所 
主要地方道28号

県
道
3
0
3
号

上熊本地区

城山地区

■花岡山・万日山風致地区、
　 本妙寺風致山地区、千金甲風致
　 地区の緑の保全・啓発

■金峰山等の多面的機能を高度に発揮できる森林
　 管理の推進、放置竹林対策の取組の拡大、遊歩道等の維持管理

緑化重点地区

高速道路

新幹線

市電ＪＲ 

熊本電鉄 主要道路

中心市街地の緑

中心市街地と地域拠点を結ぶ公共交通軸の緑

賑わいと潤いのある中心市街地の緑創出ゾーン

豊かな緑を守り伝える自然環境保全・共生ゾーン

花と緑で彩る市街地の緑創出ゾーン

広大な田園を守り活かす田園共生ゾーン

保安林

県立自然公園

風致地区

緑地協定

都市公園（都市緑地）

河川沿いの緑化及び緑地保全

協定による緑の保全

都市公園や河川等

地域拠点の緑

環境保護地区

天然記念物

景観計画の重点地域

市民農園

特色や地形を活かした４つのゾーン

骨格となる交通網

法・条例による緑の保全

緑化重点地区

高速道路

新幹線

市電ＪＲ 

熊本電鉄 主要道路

中心市街地と地域拠点を結ぶ公共交通軸の緑

豊かな緑を守り伝える自然環境保全・共生ゾーン

花と緑で彩る市街地の緑創出ゾーン

広大な田園を守り活かす田園共生ゾーン

保安林

県立自然公園

風致地区

緑地協定

都市公園（都市緑地）

河川沿いの緑化及び緑地保全

協定による緑の保全

都市公園や河川等

環境保護地区

天然記念物

景観計画の重点地域

市民農園

特色や地形を活かした３つのゾーン

骨格となる交通網

法・条例による緑の保全

地域拠点の緑
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西区  緑の目標と方針

本市の代表的な山である金峰山の緑、玄関口である熊本駅やその背後にある花岡山・万日山の緑、白川等の水
辺の緑などを活かしながら、豊富な緑が連なり華のある「森の都」の実現に向けた緑のまちづくりを推進しま
す。

南区  緑の目標と方針

広大な田園や雁回山の緑、緑川・加勢川・浜戸川等水辺の緑などを活かしながら、自然が豊かでいきいき
とした暮らしのある「森の都」の実現に向けた緑のまちづくりを推進します。



植木地区

北部地区

楠・武蔵ヶ丘地区
八景水谷・
清水亀井地区

子飼地区

上熊本地区

長嶺地区

水前寺・
九品寺地区

■住区基幹公園（八景水谷公園等）・
　 歴史公園（武蔵塚公園、田原坂公園
   等）・緑地（坪井川緑地、寂心緑地等）
   の維持管理や活用

■八景水谷風致地区の緑の保全・啓発

■地域拠点（植木地区、北部地区、楠・
　 武蔵ヶ丘地区、八景水谷・清水亀井
   地区）、中心市街地と地域拠点を結ぶ
   公共交通軸の緑化推進や緑の維持
   管理による地域の魅力向上
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303号
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37
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3号 県
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33
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植木地区

北部地区

楠・武蔵ヶ丘地区

八景水谷・
清水亀井地区

植木IC

植木駅

西
里
駅

堀
川
駅

八
景
水
谷
駅

亀
井
駅

　
北
熊
本
駅

打越駅

竜
田
口
駅

武蔵塚駅

　坪井川緑地

立田山緑地

八景水谷公園

立田山

北熊本スマートIC
■柿原台地、京町台地、北部台地、田原坂における
　 多面的機能を高度に発揮できる森林管理の推進

■白川等の自然環境に
　 配慮した水辺空間形成
   の促進

■立田山等における多面的機能を高度に
   発揮できる森林管理の推進、放置竹林
　 対策の取組の拡大、遊歩道等の整備、
　 健康アプリ等ICTの活用、立田山風致地区
　 の緑の保全・啓発

緑化重点地区

高速道路

新幹線

市電ＪＲ 

熊本電鉄 主要道路

中心市街地と地域拠点を結ぶ公共交通軸の緑

豊かな緑を守り伝える自然環境保全・共生ゾーン

花と緑で彩る市街地の緑創出ゾーン

広大な田園を守り活かす田園共生ゾーン

保安林

県立自然公園

風致地区

緑地協定

都市公園（都市緑地）

河川沿いの緑化及び緑地保全

協定による緑の保全

都市公園や河川等

環境保護地区

天然記念物

景観計画の重点地域

特色や地形を活かした３つのゾーン

骨格となる交通網

法・条例による緑の保全

地域拠点の緑

台地

市民農園
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北区  緑の目標と方針

　本計画を着実に推進していくためには、計画に掲げる施策・事業を確実に実行するととも
に、その進捗状況を的確に評価し、必要に応じて計画を見直すことが必要です。
　そこで、本計画では、PDCAサイクルの考え方を用いて、以下の図に示す手順で年１回計画の
進行管理を行います。
　特に進捗状況の把握・評価（CHECK）の手法としては、庁内関係課による会議体（庁内連絡
会議）を構成するとともに、新たな組織（仮称「緑の基本計画推進委員会」）を設置して、外部
からの評価を行います。

■本計画のPDCAサイクル

❶計画の策定（PLAN）

○基本方針・目標等の設定
○緑に関する施策の設定

❷施策の実行、行動（DO）

○緑に関する施策の実施
○市民・事業者・行政等が連携した
　取組の実施

❹取組の見直し・改善（ACTION）

○進捗評価を踏まえた見直し・改善
○新規事業等の新たな取組の検討

❸施策の進捗状況の把握・評価（CHECK）

○緑に関する目標と施策の把握・評価
○緑の基本計画推進庁内連絡会議
　による進捗状況の把握・評価
○アンケート等による評価

○市民・事業者・有識者等からなる
　組織（緑の基本計画推進委員会）
　による進捗状況の把握・評価

1回
年

第７章　進行管理

本市の代表的な金峰山や市街地の貴重な立田山、京町台地や北部台地の斜面林などの緑、白川・坪井川等
の水辺の緑、八景水谷等の水源などを活かしながら、ずっと住み続けたい「森の都」の実現に向けた緑の
まちづくりを推進します。

評価 報告

外部組織による評価（CHECK）
〇とりまとめ　

　　　　　　　　

〇把握・報告
　文化市民局、健康福祉局、
　経済観光局、農水局、都市建設局、
　各区役所、教育委員会、環境局

公表
進行管理

　　　　　　　　　環境局


